




１．中心市街地とは…

第２次四万十町総合振興計画

四万十町市街地再生基本構想

四万十町窪川地域中心市街地活性化計画

四万十町窪川中心市街地活性化協議会

協議会ワーキンググループ

事業の提案 事業の承認

事業の実施

総合振興計画を補完し、窪川、大正、十和の市街地
再生に向けての整備方針を位置づけ（ゾーニング）

基本構想を受け、窪川地域中心市街地の目指す姿を
示すものとして、具体的な取り組みを位置づけ

計画範囲

昭和に商店街として栄えた本町通商店街、吉見町商店
街に加えて、お遍路効果を期待できる岩本寺から古民家
カフェ半平までの通りを中心とした範囲を設定。

しまんと街おこし応援団

四万十町商工会

目標
窪川中心市街地の活性化に向けた
商店街の「にぎわいづくり」

➤古書街道
（あっと本町：にぎわい拠点、古書街道１号店）

➤まち遊び

➤自由なアトリエ

➤くぼかわ街あかりプロジェクト

➤くぼかわ案内MAP

➤くぼかわ発の体験型観光事業 等

➤チャレンジショップ事業

令和２年度の事業内容



２．窪川地域中心市街地の活性化に向けた取組



子ども
・町民の
学びの場

町民の
課題解決
の場

コミュティー
の場

まちの
情報が
繋がる場
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人 口

にぎわい

施 策

財 源

住む人が増えて商売が
儲かったらまちも潤う
ね～

商店街のほうに
お店が増えてな
んかにぎやかに
なっちゅうね。

こどもが育てや
すいまちがやっ
ぱりえいね～！

最近、まちなかを
歩きゆ人がふえ
ちゃあせん？
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【本体工事に要する費用】
1,500,000千円（１５億円）

【財源内訳】
・地方債（借金）1,425,000千円
・一般財源 75,000千円 ①

【町が実際に支払う総額】

①＋②＝539,102千円が町の支払う総額です

※539,102千円÷47年（対応年数）≒11,470千円

国が補填してくれる分
約１０億８千２百万円

町の支払額
約５億３千９百万円

P4

◆作業スケジュール

平成29年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度平成30年度 令和５年度

四万十町「文化的施設検討委員会」設置 H29～R01

町文化的施設

基本構想

町教育委員会

平成31年3月

町文化的施設

基本計画

四万十町
2020年2月

町文化的施設

基本設計
(R01繰越)

町文化的施設

サービス計画

町文化的施設

実施設計

町文化的施設

本体建設・開館準備 開 館
町⽴図書館・美術
館の今後のあり⽅
と町の文化を広く
⾒直す検討

◆事業費（本体工事費）

※これは、あくまでも基本計画ベースの試算です。（現在実施している基本設計において概算費用が算出されます。）

※基本計画ベース 2,000㎡×750千円（㎡あたり）＝1,500,000千円

★旧合併特例事業債を活用
元利償還金の70％が国より交付

第1章 文化的施設の基本方針
1. 施設の役割
2. 新しい文化的施設のビジョン
3. ビジョンにつながるコンセプト
4. コンセプト実現のためのアクションプラン

第2章 施設の利用体験ストーリー(物語)

第3章 施設のサービス目標・管理運営
1. 施設のサービス目標
2. 施設の望ましい管理運営⽅針
3. 想定する⽴地とまち全体とのつながり
4. 想定する面積と諸室仕様
5. 管理運営のあり⽅

第4章 施設の建設計画・スケジュール
1. 今後の整備手法とスケジュール
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